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苅田町青少年育成町民会議だより
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パレート宏力|
苅 口 町

も ィ、
掲 関
載 連
°

記

月計

は

P
4
に

き
ま
し
た

を

ス

ロ

|

ガ
ン

に

練
り
工L

`ジ

｀

と

い

じ
め
ス
ト
ツ

プ
|

る

と
か
ら
は
じ
め
よ
つ

子 す
ど 鏡
も °
も 大
変 人
わ が
る 変°
わ
で れ
き ば

５
月
１５
日

（土
）

コ

今
に
も
雨
が
降
り
出
し

　

ヽ

そ

つヽ
な
曇
天
。

午
前
９
時
。

ひ
と
き
わ
目
立

つ
町
民

会
議

の
蛍
光
イ

エ
ロ
ー
の

ジ

ャ
ン
パ
ー
を
身

に
ま
と

い
、
役
員
が
新
開
公
園
に

続
々
登
場
。

長
年
、
青
少
年

の
育
成

に
尽
力
、
努
力
を
重
ね
て

き
た
役
員
方

々
の
熱

い
ま

な
ざ
し
に
は
、
厳
し
さ
の

中
に
た
く
さ
ん
の
優
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
パ
レ
ー
ド
は
、

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
が

一
九
と
な

っ
て
、

町
民

の
皆
様
に
提
唱
し
て

き
ま
し
た
、

「
子
ど
も
は
、
社
会
を
写

メ
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平成

第
議

◆とき :平成16年4月 28日 (水)◆ところ :苅田町中央公民館 第5研修室

3.親子ふれあい体験活動を推進し、家庭・親子の

4月 ○あいさつ運動 (年間)

○アンビシャス広場後援

○少年を守る日補導

(毎月第 3水曜日)

5月 ○港まつリパレード参加

○花火大会会場警備

6月 ○ふれあい地引き網体験

(台風の為中止 )

|

7月 青少年を非行から守る

全国強調月間

○有害図書要望訪問

○オアシス人形劇公演

(対象 :幼・保 )
○夏休み特別補導

○少年非行・シンナー等

薬物乱用防止研修会

○すこやか44号発行

8月 ○夏休み特別補導

|

9月 いじめストップ強調月間

○いじめストップ

キャンペーン実施

○家庭の日チラシ配布

1 月 ○神幸祭補導

○子どもフェティバル

○先進地研修視察

○オアシス等入選者表彰

11月 全国青少年健全育成

強化月間

○県民の集い北部大会
15周年記念事業

○すこやか45号発行

12月 〇年末年始特別補導

|

1月 ○親子ふれあい講座
|

2月  ○どんど焼き補導
|

3月  ○委員研修会
| ○春休み特別補導
| ○すこやか46号発行

平成16年4月 28日 (水)苅田町青少年育成町民会
議第 16回総会が開かれました。
来賓として、行橋警察署生活安全課課長 岡村
高而氏、苅田町議会議長 珠久 六夫氏がご出席く
ださいました。
伊塚会長の挨拶から始まり、昨年度の主な事業
と決算報告があり、今年度の事業計画案などを提
案。当町民会議の今後の課題等について活発な意
見が出る中で無事、総会を閉会しました。

1.地域・校区単位で子どもたちが多様な大人達と
直に交わり、体験活動や、遊びを共にする場
を多く提供していくよう努める。

2.心のふれあいを重視し「いじめ」問題をはじ
め、少年犯罪や非行の防止活動及び不審者か
ら、子どもたちを守る啓発活動を積極的に推
進する。

平
成
十
六
年
度
事
業
計
画

点―目標に、健全な青少年の育成に
ります。

．
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活 動 方 針としては、
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町
民
会
議
で
は
、
町
内
の
居
住

地
域
を
中
心
と
し
て
、
不
審
者

。

非
行
防
止
の
為
、
広
報
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
行
動
で
き
る
町
づ
く
り

に
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

不
審
者
等
に
気
付

い
た
ら
す
ぐ

１
１
０
番
又
は
近
く
の
学
校

へ
連

絡
下
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

町
民
会
議
事
務
局

８
０
９
３
・
４
３
４
・
９
８
３
８

青少年を非行から守る全国強調月間にあたり苅田町青少年育成町民会議では、その取り組みの

ひとつとして、「有害環境の浄化推進」運動を行っています。

◆その 1 : シンナー等薬物乱用防止研修会の開催 (主管補導環境部会 。生徒指導研修部会)
◆その2 1 青少年に有害な図書・図画等の販売について、配慮のための町内書籍・ビデオ店訪間

¨
亀

1.日 時 平成 16年7月 16日 (金 )
午後6時受付
午後6時30分開会
西部公民館大ホール

北九州サポー トセンター
主任 安 永 智 美

テーマ
『シンナー等乱用の

現状について』
5.参加対象者

町内各小。中高校PTA
一般住民 入場無料
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薬価の危険性橙親子て理解ける
「薬物には手を出さない」と子どもが自分で決めるために。
薬物の乱用が子どもたちの間に広がっています。その背景には、薬物が簡単に手に入るよう

になったことに加え、子どもたちが、薬物を「エス」「スピード」と軽く呼んでいたり、「ダ

イエットに効く」と誤解するなど、薬物の怖さを理解せず、罪悪感が薄くなってきていること

などが挙げられます。

売る側は、都合のいいことしか言いません。親は、薬物は一度使うだけでも犯罪だという毅

然とした態度をとることが大事です。そして、薬物はやめられずに依存症になってしまう危険

があること、心身そして人生を崩壊させてしまうこと、本人や周囲の人間の苦悩はとても大き

いことなどについて、親子で話し合うようにしましょう。
どんな誘惑があっても、親子の信頼関係が子どもを自ら守らせることにつながります。

θ

広

報

活

動

この機会に自分・地域の子どもを見直しましょう。
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鷲′りの10む
5月 15日 (土)苅田町主催の

「かんだ港まつり」が行われました。
雨天でしたが、子どもたちの元気な声が飛び交つていました。

雨に濡れながら踊る子どもたち。よく、頑張つていました。 (田口)

▲ミニSL参上 |

▲雨の中のシャボン玉

魚たちも参上 |

腎

゛

く
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
ー

ヽ_
く
船
の
絵
を
書
く
子
ど
も
た
ち

▲出てきたぞ～

何かな～ ?

タリークラブ

苅
田
□
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
毎
年
尾
倉
の
丸
谷
様
よ
り
借

り
た
田
ん
ぼ
に
苅
田
町
育
成
会
の
子
ど
も
た
ち
と
父
母
が
交
じ

っ
て
、
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
３５
名
と
父
母
数
名
が
出
席
し
て
田
植
え
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
、
は
じ
め
て
で
、
と
て
も
楽
し

く
体
験
し
ま
し
た
。

秋
に
は
、
も
ち
米
が
収
穫
さ
れ
、
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
の

時
に
お
も
ち
つ
き
を
し
ま
す
。

つ

う

たタ

よ

・
　
・

ち

ヽ

と、ひとコマ・・00。

・・むっ !気持ち悪い虫がいる。
ニシの卵みっけ||

イ

。足がぬけない。・…と、歓声をあげ、泥んこになっている友達同士。
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苅
田
中
学
校
が
５
月

ν
日
、
新

津
中
学
校
が
５
月

２８
日
、
馬
場
小

学
校
が
６
月
４
日
に
春
の
体
育
大

会
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
学
校
の

体
育
大
会
も
爽
や
か
な
晴
天
に
恵

ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
力
い
っ
ぱ
い

演
技
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

水
た
、
Ｐ
丁
Ａ
や
来
賓
の
方
々

も
演
技
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

た
い
へ
ん
盛
況
で
し
た
。

苅
田
中
学
校
で
は
全
校
女
子
に

よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
や
全
校
男
子
に

よ
る
組
体
操

（３
年
生
の
５
段
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
５
ク
ラ
ス
と
も
成

功
し
ま
し
た
。
）
が
、
大
き
な
拍

手
を
あ
び

て
い
ま
し
た
。
法
た
、

西

工
大

・
土
佐

県
人
会

に
よ

る

「
よ
さ
こ
い
」
の
素
晴
ら
し
い
舞

踊
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
津
中
学
校
で
は
縦
割
り
の
ブ

ロ
ツ
ク
対
抗

（た
と
え
ば
各
学
年

の
１
組
が
ひ
と

つ
の
グ
ル
ー
プ
に

な
る
）
で
力
を
競
い
ま
し
た
。
応

援
合
戦
で
は
エ
イ
サ
ー
や
タ

ツ
プ

ダ
ン
ス
な
ど
を
取
り
入
れ
る
な
ど
各

組
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
志
し
た
。

馬
場
小
学
校
で
は
紅
由
に
分
か
れ
て
の
全
校
生
徒

に
よ
る
応
援
合
戦
が
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

５

・
６
年
生
の
り
―
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
大
き
な
声
を

出
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
大
玉
転
が

し
や
綱
引
き
な
ど
の
児
童
会
競
技
、
地
区
対
抗
リ
レ
ー

な
ど
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ど
の
学
校
で
も
力
を
出
し
切
り
演
技
を

楽
し
ん
だ
、
に
こ
や
か
な
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

エユロ
の年学低きつ」υ

□
円▲

t
▲学団リレー

(はま、馬場上、馬場下、港、南 原)
5チーム▲ぎゃくてん !

5年競争競技
13人 14脚

,
二ヽ

ι

LI

九
い翻

～:″″
"'オ

燿訳¬の戸τ～

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
生
徒
指
導
部

会
で
は
毎
年
児
童
生
徒
に
見
せ
る
教
育
ビ
デ
オ
を

購
入
し
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ

・
シ
ン
ナ
ー
の
害
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
出
会
い
系
サ
イ
ト
を
扱

っ
た

も
の
、
登
下
校
中
の
不
審
者
対
応
に
つ
い
て
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
表
す
。

こ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
は
苅
田
中
学
校
、
町
民
会
議

に
保
管
し
て
貸
し
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
（貝

し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
方

（ま
た
は
団
体
）
は
苅

田
中
学
校
補
導
係
も
し
く
は
町
民
会
議
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（学
校
関
係
以
外
に
も
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。
）

丁

Ｅ

Ｌ

０

９

３

・
４

３

４

・
３

４

８

１

丁
Ｅ
Ｌ
０
９
３

・
４
３
４

・
９
８
３
８
で
す
。

＊
＊
現
在
あ
る
ビ
デ
オ
＊
＊

・
苅
田
中
学
校
保
管
分

◆
タ
バ
コ
の
害

◆
シ
ン
ナ
ー
の
害

◆
覚
せ
い
剤
の
害

◆
大
切
に
し
よ
う
心
と
か
ら
だ

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
罠

◆
出
会
い
系
サ
イ
ト
の
危
険

◆
少
年
犯
罪
　
そ
の
罪
と
罰

◆
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
　
危
険
か
ら
身
を

守
る

・
苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
保
管
分

◆
青
少
年
の
自
主
性
と
社
会
性
を
育
む

地
域
づ
く
り

◆
生
き
る
力

（薬
物
乱
用
防
止
ビ
デ
オ
）

◆
ス
ト
ツ
プ
・ザ
・薬
物

ア
ル
コ
|

ル

5

く _」 1遷

=

《ビテオ貸し出しのお知らせ……生徒指導部会より》



甲務局ばよじ]

人
形
劇
で
オ
ア
シ
ス
運
動

あ
い
さ

つ
運
動
は
小
さ
い
頃
か
ら

す

る
の
が

望
ま

し

い
と

い
う

こ
と

で
、
家
庭
部
会

で
は
オ
ア
シ

ス
運
動

を
推
進
す
る
た
め
、
６
月
２８
日
か
ら

町
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
で
、
読
み

間
か
せ
を
広
め
る
会

マ
ザ
ー
グ
ー
ス

（濱
田
順
子
代
表
）
の
協
力
で
人
形

劇
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

「 オアシス運動」啓発人形劇公演  一日程―

甲ヮ1醗釆烈疹颯薮奨蜃地D3
1.「夏のジュニア・リーダーキャンプ」
場 所 自川地区
日 日寺 7月 1フ、 18、 19日 (2泊3日 )
2.「夏のチャレンジキャンプ」
場 所  英彦山            :輩

鬱
・

日 日寺  8月 19、 20、 21、 22、 23日
(4泊 5日 )

主 催 :苅田町子ども会育成連合会
後 援 :苅田町教育委員会

お問い合わせ先 :苅田町子ども会育成連合会

携帯 090-4589-3200(田 口)

ク ′′ ク ク

平
成
１６
年
度
編
集
委
員

委
員
長

委
　
員

梅 金 田 本 永 浜

本 丸 口 多 岡 田

晴 朝 澄 重 イ
サ

宏 樹 子 子 子 子

ヽ _

▲昨年の人形劇公演から

浜

田

イ
サ
子

今
年

の
梅
雨
は
荒
れ
模
様

で
あ

る
。
横
降
り
の
激
し
い
雨
に
、
傘
を

か
た
む
け
て
集
団
登
校
す
る
小
学
生

の
姿
が
い
じ
ら
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
こ
の
子
達
の
人
生
も

穏
や
か
な
日
ば
か
り
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
激
し
い
雨
や
風
に
負
け

ず
に
す
こ
や
か
に
育

っ
て
ほ
し
い
と

思
い
な
が
ら
見
送

っ
て
い
た
と
き
、

ひ
と
り
が
何
か
に
つ
ま
ず
い
た
ら
し

く
転
び
そ
う
に
な

っ
た
。
う
し
ろ
の

二
、
三
人
が
す
ぐ
駆
け
寄

っ
て
、
傘

を
拾

っ
て
あ
げ
た
り
、
膝
の
泥
を
拭

い
て
あ
げ
た
り
し
て
、
又
も
と
の
通

り
低
学
年
を
前
に
上
級
生
が
後
ろ
か

ら
守
る
よ
う
な
形
で
、
歩
き
出
し
た
。

こ
ん
な
立
派
な
子
達
を
す
く
す
く

と
す
こ
や
か
に
守
り
育
て
る
た
め
に

私
達
大
人
も
努
力
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
た
事
で
あ
る
。

編
集

。
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会

公
０
９
３
・
４
３
４
・
９
８
３
８

δ

*お 詫 び*
「ふれあい地引き網体験」開催中止について
大変好評で約300名の応募があったイベン トでしたが、台
風6号接近により、実施不可能となり中止を決定いたしまし

た。参カロ者ならびに関係者の方々に書中をもってお言宅び申し

上げます。

幼稚園・保育園 日 時 幼稚園・保育園 日 時

与原保育園 6/24(木) 第 2ひ まわり保育園 7/2(ω

苅田みどり幼稚園 6/25(16)) 白川保育園 7/5(月 )

青い鳥若久保育園 6/28(月 ) 第 1ひまわり保育園 7/6(火 )

すみれ幼稚園 6/29(火) 苅田幼稚園 7/12(月 )

わんぱく園 6/29(ノく) すみれ尾倉幼稚園 7/13(火 )

善立寺保育園 6/30(水) 聖母保育園 7/16(金)

苅田第 1幼稚園 6/30(ガく) 青い鳥保育園 7/20(火 )
苅
田
町
青
少
年
育
成
田
民
会
議

設
立
十
五
周
年
記
念
事
業
開
催

平
成
十
六
年
十

一
月
二
十

一
日

（日
）

１３
時
よ
り

苅
田
町
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

Ｒ
Ｋ
Ｂ
野
球
解
説
者

秋

山

幸

二
氏

※
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
苅
田
町
の

広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

講 場  と

師所  き
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集
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